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研究成果の概要（和文）：本研究では、1）認知症介護者における介護負担感のなかで、多くの介護者に共通す
る負担と個別的要素の強い負担を明らかにすること、2）介護についての肯定的意味付けについての尺度である
Positive Aspects of Caregiving（PAC）の日本語版を作成し標準化すること、を目的とした。研究結果より、
１）時間的制約という負担は個別性が高く、患者の将来への不安や頼られているという感覚は多くの介護者に共
通してみられた。２）PAC日本語版の信頼性・妥当性はおおよそ確認できた。PACは介護者の希死念慮と有意な関
連があったことから、介護に関する肯定的認知を高めるような支援が必要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to 1) clarify the common burden among almost 
all dementia caregivers and the personal burden which differ among caregivers, and 2 ) develop  the 
Japanese version of the Positive aspects of Caregiving (PAC) and  test the reliability and validity 
of it.We found that lack of time due to caregiving varies among  caregivers, whereas fear for the 
future and feeling of being relied on by dementia patients were common burden for caregivers. We 
also verified the reliability and validity of the Japanese version of PAC. PAC was significantly 
related with caregivers' suicidal ideation. To encourage caregivers to find positive aspects of 
caregiving would be needed.

研究分野：老年心理学

キーワード： 認知症　介護負担　介護の肯定的側面
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、認知症介護者の心理的要因に関しては、負担やストレスなどの負の側面が着目されることがほとんど
であった。しかしながら、近年、海外では認知症介護の肯定的側面の重要性が指摘されている。介護に対する肯
定的な認知は、介護者の負担感を軽減し、介護者自身が介護を続けながらよりよく生きることを後押しするもの
である。本研究での成果を通じて、わが国においても介護に関する肯定的側面への注目が高まることを期待して
いる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

65 歳以上の高齢者のうちの 15％が認知症であると言われる昨今、家族の介護の問題は深刻
である。超高齢化、核家族化等により介護者の負担は以前にも増している。O’Dwyer ら
（2016）の研究では介護者の 16％が過去 1年間に 1回以上自殺を考えたという。希死念慮は
自殺の最大のリスクファクターであり、また介護者の QOL の低下に強く影響するものであり、
介護者の希死念慮の問題は看過できない。 
介護ストレスには、認知症患者の行動・心理症状（BPSD）や日常生活動作（ADL）の低下
が大きく影響する。環境調整や社会資源の利用、服薬などにより、介護者の負担はある程度改
善する可能性があるが、それだけでは十分ではない。近年、海外では介護者の介護に対する肯
定的な意味付け・認知の重要性が指摘されている。介護に対する肯定的な意味付けは、介護者
の介護負担感を軽減し、介護者が介護を継続しながらよりよく生きるための後押しをするもの
であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、1）認知症介護者における介護負担感のなかで、多くの介護者が共通して
感じる負担と、個別的要素の強い負担を明らかにすること、2-1）介護についての肯定的意味
付けについての尺度である Positive aspects of caregiving（PAC）の日本語版を作成し標準化
すること、2-2）肯定的意味付けと関連する要因を明らかにすること、特に希死念慮との関連
について検討すること、である。 
 
 
３．研究の方法 
上記「研究の目的」のそれぞれについて、以下の方法で研究を行った。 
１） 熊本大学病院神経精神科認知症専門外来を受診した認知症患者 301 名とその家族介護
者を対象とした。一人の認知症患者について、その人の認知機能、ADL、認知症の行動・
心理症状（BPSD）等から予測される介護者の介護負担感（J-ZBI）得点を重回帰分析の手
法を用いて算出し、それよりも J-ZBI得点が高い上位 25％を高負担群、低い 25%を低負担
群、その中間を中負担群とした。3群間で J-ZBI 得点の下位項目得点を比較した。3 群間で
差の大きい項目は、負担の強さに個人差の大きい項目、3 群間で差の小さい項目は、個人差
の小さい項目と判断することとし、その根拠として効果量（η2）を算出した。 

 
２） PAC の原著者より許可を得て、日本語版 PAC を作成した。本研究班の研究者およびバ
イリンガルの日本人が独立して翻訳を行い、それを統合して一つの版を作成した。次に、
翻訳の経験に長けた翻訳者によるバックトランスレーションを行い、乖離がないか確認し
た。その後、少人数の対象者での予備調査を経て、日本語版を完成させた。 
作成した日本語版の信頼性妥当性を検討するため、熊本大学病院神経精神科認知症専門
外来を受診した患者の家族介護者 77 名（平均年齢 77.9 歳、男性 34 名、女性 43 名）に
対し、PAC日本語版および介護負担感尺度である Zarit Burden Interview日本語版（J-
ZBI）を施行し、また、現在の介護状況、介護者の服薬状況、介護者の希死念慮等につい
てたずねた。患者の臨床的情報として、認知機能や ADL、BPSD なども評価した。PAC
原版では、9 つの各項目について「まったくあてはまらない（1 点）」から「とてもあて
はまる（5点）」の 5段階で評価し、45点満点で得点が高いほど肯定的意味付けが強いこ
とを意味する。原版では「わからない」は-3 点、「回答拒否」は-4 点として合計得点を算
出するが、本研究では原版通りの合計得点と、わからないおよび回答拒否を欠損として
有効回答項目から換算した合計得点（有効回答項目の合計得点×9÷有効回答数）をそれ
ぞれ算出した。 

 
 
４．研究成果 
１）介護負担感を強く感じている介護者は、特に時間的制約に関して強い負担を感じており
（図 1. 緑で囲った項目）、特に介護者が子である場合その傾向が顕著であった。一方で、患者
から頼られているという負担感や患者の将来への不安は介護者におおよそ共通して高かった
（図 1. オレンジで囲った項目）。仕事や育児と介護の両立、複数の者の介護など、時間的な余
裕のない状態で介護を行っている人に対する積極的な支援が望まれた。 
２）PAC の平均得点は、原版通りの合計得点で 30.4 点、換算後の合計得点で 33.8 点であっ
た。 
クロンバックのα係数は、原版通りの計算方法で算出した場合 0.854、換算後に算出した場合
0.862 であった。因子分析（最尤法、プロマックス回転）を行った結果、原版に従った算出方
法では因子が抽出できなかったが、「わからない」「回答拒否」を欠損として欠損値をペアごと



に除外した場合、原版と同様の 2因子が抽出できた（「自己肯定感」および「人生観」）。 
PAC 得点は、患者の認知機能や ADL、BPSD とは有意な関連がなく、かつ介護者の介護負担
感とも有意な関連がなかったが、介護者の希死念慮とは有意な関連があった。すなわち、介護
肯定感の低さと介護者の希死念慮が有意に関連していた。ただし、原版どおりの合計得点との
関連は有意ではなく、有効回答から換算した合計得点との関連においてのみ有意であった。 
 以上のことから、わが国においては PAC は「わからない」「回答拒否」をそれぞれ-3 点、-
4 点とする原版とは異なり「無回答」とし、合計得点算出時は有効回答の項目から換算して合
計するほうが適切である可能性が示唆された。また、介護に対する肯定的意味付けは、患者の
臨床症状や介護者の介護負担感とは関連の低いものであり、むしろ介護者の個別的要素が強い
可能性が示唆された。介護者に対する肯定的意味付けの低さは介護者の希死念慮と関連してい
ることから、介護者にとって介護に関する葛藤を整理し、介護に関する肯定的認知を高めるこ
とが必要であると考えられた。そのためには、介護に関する様々な感情に対する気付きを促す
ような支持的な心理療法的介入が有効であろう。 
 
 
 
図 1. 介護負担感の強い群・中間群・低い群での J-ZBI下位項目の比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
図 2. Positive aspects of caregiving (PAC)日本語版 
 

Positive Aspects of Caregiving (PAC)日本語版 
 
記憶障害や健康上の問題を抱える家族の介護にはさまざまな困難が伴うものの、介護を通して
得られる良いこともあるといわれています。介護者らが挙げた良いことを以下に記載します。
これらのコメントにどの程度同感できるか回答をお願いします。 
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1. 自分は役に立てていると感じた 1 2 3 4 5 (-3) (-4) 

2. 自分に肯定的な気持ちを持てた 1 2 3 4 5 (-3) (-4) 

3. 自分が必要とされていると感じた 1 2 3 4 5 (-3) (-4) 

4. 周りが自分を評価してくれていると感
じた 

1 2 3 4 5 (-3) (-4) 

5. 自分は大事な存在だと感じた 1 2 3 4 5 (-3) (-4) 

6. 自分は強い存在だと感じ、自信が持て
た 

1 2 3 4 5 (-3) (-4) 

7. 人生をより大切に思えるようになった 1 2 3 4 5 (-3) (-4) 

8. 人生に対してより前向きな姿勢を持て
るようになった 

1 2 3 4 5 (-3) (-4) 

9. 他者との関係が強まった 1 2 3 4 5 (-3) (-4) 

 
※原版では「わからない」「回答なし」をそれぞれ-3 点、-4 点として合計得点を算出するが、
日本語版ではそれらを欠損としたうえで、有効回答から換算する（有効回答項目の合計得点×
9÷有効回答数）ほうが望ましい。 
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